
0 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

広島修道大学 

教学センター 

2024 

RUBLIC GUIDE 



  

1 

 

 

はじめに 

文部科学省が掲げる「教学マネジメント指針」では、教育成果の把握を適切に行うた

めには、まず成績評価の信頼性を確保する必要があると述べられています。成績評価に

関する情報は適切にシラバス内に記載するとともに、また各科目における成績評価に関

する考え方を明確に提示することも重要です。そのためにはルーブリックなどを通じて、

全学的な成績評価の基準を策定するといった取り組みが必要となります。 

ルーブリックとは、「米国で開発された学修評価の基準の作成方法であり、評価水準

である『尺度』を満たした場合の『特徴の記述』で構成される」（中央教育委審議会答

申、2012）と定義されています。 

本国でルーブリックが用いられるようになったきっかけは、2008 年に実施された中

央教育審議会へとさかのぼります。ここで、「学士力」の提示と学士課程修了段階の質

保証が求められるようになりました。さらに 2012 年の中央教育審議会にて、学修の成

果を把握する方策のひとつとしてルーブリックが取り上げられて、これを活用したり、

研究・開発したりすることの重要性が指摘されました。その後、学修成果以下の可視化

の点においても、大学教育でのルーブリックの活用は強く求められているのが現状です。

（星、越川、2020） 

具体的にどのような効果がルーブリックには期待されうるのでしょうか。ルーブリッ

クに関する論文によると、その効果について以下のように述べられています。 

 

 学生に各々の学習成果を明確に示すことができ、学生に求められるパフォーマンス

のレベルを、下位の到達レベルから、より上位の到達レベルへと導くことで教育の

質の向上が可能となる。（石垣、2016） 

 

この『ルーブリックガイド』では、ルーブリックの使用方法や作成方法について簡略

に説明しつつ、授業ルーブリックの作り方と、プレゼンテーションとレポートのコモン・

ルーブリックを例示いたします。成績評価のご参考にしてください。 
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ルーブリックとは 

 

ルーブリックとは、ある課題をいくつかの構成要素に分けて、その要素ごとの評価

基準を満たすレベルについて記述したものです（スティーブンス／レビ、2014）。ルー

ブリックは様々な課題や学修成果の評価に活用することができます。主に以下の 3点

から構成されます。 

 

①レベル 

②評価の観点 

③レベルごとの評価の観点の記述 

 

 

 

 

 

 4 3 2 1 

     

     

     

     

 

 

 

 

 

ルーブリックを活用することで、以下のようなメリットなどが見込まれるといわれ

ます。 

 

 

 

 

 

 

  

①レベル 

 

③レベルごとの評価の観点の記述 

 

②評価の観点 

・授業の達成水準、受講者の学修成果等の明確化 

・数値化の難しいパフォーマンス等の定性的な評価 

・評価者と被評価者の認識共有 

・複数の評価者による評価の標準化 

・フィードバックの容易化 

・学習環境の平等化 
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ルーブリックのおおまかな種類 

ルーブリックにはいくつかの種類があります。 

 

 

種類 評価の対象 

課題ルーブリック 様々な課題の成果をはかる 

授業ルーブリック 授業科目の目標達成度をはかる 

カリキュラムルーブリック 
学位プログラム全体を通した学修目標の

達成度をはかる 

 

 以下、それぞれの説明です。 

 

【課題ルーブリック】 

 プレゼンテーションや、レポートなどの課題に対して活用できます。 

 

【授業ルーブリック】 

 学生がどのくらい各科目の到達目標へ達成したかをはかることができるルーブリッ

クです。このルーブリックを複数教員が担当する同一科目に適用した場合、成績評価の

平準化と教員間の成績評価に対する基準の共有が可能になります。 

 

【カリキュラムルーブリック】 

 「卒業認定・学位授与の方針」（DP）に沿って、求められる資質と能力の充足のレベ

ルをはかるためのルーブリックです。卒業認定時にはかることもできますが、学年毎に

実施して年度毎の達成度をはかることも可能です。DP の充足度を教員と学生の双方が

把握できるようになり、また学修成果の可視化に関して効果が見込まれます。 

  

 それぞれがどのような評価の対象を包括しているのかについては、下のような図で表

されることがあります。 

 

 

 

  

カリキュラムルーブック 

授業ルーブリック 

課題ルーブリック 
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ルーブリックを活用するタイミングと活用方法 

 

 【タイミング】  

ルーブリックをより効果的に活用する手段として、実際に評価に用いる前に、学生に

配布するなどして評価の基準を認識させておくという方法があります。加点や減点の対

象を事前に知っておくことにより、学生は自らの課題やパフォーマンスについて自己省

察しつつ取り組むことができるようになります。 

 

 【活用方法】 

 課題の成果や DPの充足度を測る以外の用い方として、成績のフィードバックに用い

ることもできます。課題に対して、該当する評価部分に印しをつけたルーブリックを学

生に渡すことで、学生は自身のレベルや問題点について知ることが可能となります。 

 もしくは学生自身が自己採点したルーブリックを課題とともに提出させると、教員は

学生の自己評価を知ることができるため、それを指導へ活用するという方法もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教員の採点済みルーブリック 

  

 

 

 

 

ルーブリックの作り方 

 

授業の目標到達度をはかる授業ルーブリックを例に挙げて、ルーブリックの作り方を簡

 3 2 1 

... 〇   

...  〇  

...  〇  

フィードバック 

学生 

成果と能力 

を認識 



  

6 

 

単に説明します。 

 

①  レベルを設定します （青色のゾーン） 

横軸であるレベルは評価尺度です。レベルを増やすほど、作成や採点に手間がかかるので、

3～5の間で設定すると使いやすくなります。例えば、成績を AA から D（X）のレターグレ

ードで学生に提示する場合、レベルを 5 段階に分けるとそれぞれのレベルの基準のイメー

ジが容易になります。 

  

評価の観点 
5 

(AA) 

4 

(A) 

3 

(B) 

2 

(C) 

1 

(D) 

      

      

      

 

 

② 評価の観点を設定します （緑色のゾーン） 

 「評価の観点」の欄には、学生に求める評価の基準を記入します。授業ルーブリックの場

合は、科目ごとにシラバスに記載した到達目標があるため、こちらを要約して記載します。

この欄は評価のポイントを分かりやすく提示するためのものであり、必要がなければ省い

ても構いません。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

評価の観点 
5 

(AA) 

4 

(A) 

3 

(B) 

2 

(C) 

1 

(D) 

知識と表現力      

技術力      

応用力      

 

シラバスに記載された到達目標が以下の場合、→【 】のように置き換えます。 

 

① ルーブリックの成り立ちを理解して、他者に正しく説明できる 

      →【知識と表現力】 

② 自分で様々なルーブリックを作成できる 

      →【技術力】 

③ ルーブリックの効果的な活用方法を知り、実践できる  

      →【応用力】 

例 
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その他の場合 

【レポートルーブリック】 

レポートに求める要素（内容の正確性、日本語の正しさ等）  

        【プレゼンテーションルーブリック】 

   プレゼンに求める要素（スライド、身振り、発話等） 

  【カリキュラムルーブリック】 

   DPの定める学修目標 

 

③ レベルごとの評価の観点を記述します （オレンジ色のゾーン） 

  

 レベルを 5段階に分けている場合は、最初に「レベル 4」の欄にシラバスに記載している

到達目標を記載します。この「レベル 4」が、授業の到達目標を満たしている基準となりま

す。 

 

  

  

評価の観点 
5 

(AA) 

4 

(A) 

3 

(B) 

2 

(C) 

1 

(D) 

知識と表現力  

ルーブリックの成り立

ちを理解して、他者に正

しく説明できる 

  

 

技術  
自分で様々なルーブリ

ックを作成できる 
  

 

応用力  

ルーブリックの効果的

な活用方法を知り、実践

できる  
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次に、「レベル 2」の欄に、充分とはいえないものの最低限の到達目標を満たしている内

容を記載します。 

 

 

 同様のやり方で残りの欄を埋めていきます。欄のイメージは、以下のようになります。 

 

レベル 5 レベル 4 レベル 3 レベル 2 レベル 1 

授業の到達目標

を上回る 

授業の到達目標

を満たしている 

レベル 3と 1の

中間 

最低限の到達目

標を満たしてい

る 

最低限の到達目

標に達していな

い 

 

 

 学生にフィードバックとして返却することを想定している場合は、できるだけ肯定的な

表現を用いた方が学生のモチベーションに効果的に作用するといわれています。 

 

例：「～にはさらに努力を要する」、「～を継続的に練習する必要がある」 

  「～すれば向上できる」、「～を再度学んだ方が良い」  

      

 

 

評価の観点 
5 

(AA) 

4 

(A) 

3 

(B) 

2 

(C) 

1 

(D) 

知識と表現力  

ルーブリックの成り立

ちを理解して、他者に

正しく説明できる 

 
理解に若干の間違いがあ

り、説明が不十分である 

 

技術  
自分で様々なルーブリ

ックを作成できる 
 

もっとも基本的なルーブ

リックを作成できる 

 

応用力  

ルーブリックの効果的

な活用方法を知り、実

践できる  

 
活用方法に誤解がある、

または実践できない 
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【授業ルーブリックの例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価の

観点 

5 

(AA) 

4 

(A) 

3 

(B) 

2 

(C) 

1 

(D) 

知識と

表現力 

ルーブリックを完全に理

解して、申し分のない説

明ができる 

ルーブリックの成り立ち

を理解して、他者に正し

く説明できる 

理解か説明のどちら

かに問題がある 

理解に若干の間違いが

あり、説明が不十分であ

る 

まったく理解できて

おらず、説明できない 

技術 

多種多様なルーブリック

を正確に素早く作成でき

る 

自分で様々なルーブリッ

クを作成できる 

ルーブリックは作成

できるがバリエーシ

ョンが乏しい 

もっとも基本的なルー

ブリックを作成できる 

ルーブリックがまっ

たく作れない 

応用力 

ルーブリックの活用方法

の知識が深く、最も効果

的に実践できる 

ルーブリックの効果的な

活用方法を知り、実践で

きる  

活用方法に関する知

識か実践のどちらか

に問題がある 

活用方法に誤解がある

が、なんとか実践するこ

とができる 

活用方法に関する知

識がなく、まったく実

践できない 
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【プレゼンテーションのコモン・ルーブリック】 

 こちらはテンプレートとしてのコモン・ルーブリックです。使いやすいように適宜カスタマイズしてご使用いただけましたら幸いです。 

 

 

評価の観点 
5 

(AA) 

4 

(A) 

3 

(B) 

2 

(C) 

1 

(D) 

テーマと要点 

テーマと要点のまと

まりが極めて明確に

主張されている 

テーマが的確であ

り、要点がまとまっ

ている 

テーマか要点のまと

まりのどちらかに問

題がある 

テーマと要点のまと

まりに関して両方に

問題がある 

テーマに沿っておら

ず、また要点が把握

できない 

スライド 

情報量と視覚的な分

かりやすさのバラン

スが良く、非の打ち

所がない 

情報量が的確であ

り、視覚的に分かり

やすく示されている 

情報量か視覚的な分

かりやすさのどちら

かに問題がある 

情報量と視覚的な分

かりやすさの両方に

問題がある 

情報量と視覚的な分

かりやすさの両方に

重大な問題がある 

全体の構成 

全体が極めてスムー

ズで、最初から終わ

りまで良く順序立て

られていた 

全体を通じて破綻な

く、秩序だった構成

である 

一部破綻している部

分もあったが、おお

むね秩序だっていた 

全体の構成が不透明

であり、秩序だって

いるとはいえない 

全体の構成が完全に

破綻している 

態度 

・発話 

・視線／身振り 

・スピード 

３点とも優れている ３点とも問題ない １点に問題がある／ 

全体的に軽微な問題

がある 

２点に問題がある／ 

全体的に問題がある 

全体的に大きな問題

がある 



  

11 

 

【レポートのコモン・ルーブリック】 

レポートに関するテンプレートとしてのコモン・ルーブリックです。こちらも適宜カスタマイズしてご使用ください。 

 

評価の観点 
5 

(AA) 

4 

(A) 

3 

(B) 

2 

(C) 

1 

(D) 

課題との関連 

課題との関連が極め

て明確であり、非の

打ち所がない 

課題に対して的確か

つ網羅的に答えてい

る 

課題に対して一通り

答えている 

課題に対する答えが

不十分である 

課題と関係のない答

えをしている 

論理性 

全体を通じて非常に

論理的で、わずかな

破綻もない 

結論に至るまで論理

的に一貫している 

論理的に整ってはい

るものの、改善でき

る 

論理的に整理されて

おらず、論旨が曖昧

である 

全体として論理的に

破綻している 

参考資料 

豊富な資料の中から

適切な個所を極めて

的確に引用したり、

参照したりすること

ができている 

資料の選択が的確か

つ十分であり、正し

く引用できている 

妥当な資料が選ばれ

ており、引用にも問

題ない 

資料が示されていな

いか、引用方法に間

違いがある 

資料を正しく用いて

いない 

文章 

・段落 

・句読点 

・主語と述語 

・文体の統一 

的確かつ優れた日本

語表現が用いられた

文章であり、読みや

すく誤りもない 

４項目とも問題な

く、正しい文章で書

かれている 

４項目中、１つの項

目に問題がある／全

体的に軽微な問題が

ある 

４項目中、２つの項

目に問題がある／全

体的に問題がある 

４項目中、３つ以上

の項目に問題がある

／文章に関して全体

的に重大な問題があ

る 
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